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二
〇
一
六
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
す
こ
や
か
福
祉
会
に
と
って
踏
ん
張
り
の
年
で
し
た
。
法
人
の
経
営
再
建
と
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
先
が
見

え
な
い
状
況
の
中
で
全
職
員
の
奮
闘
と
、
協
議
会
の
職
員
の
皆
様
、
す
こ
や
か
福
祉
会
を
支
援
す
る
会
の
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
を
頂
き
大
幅
な
経
営
改
善
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
安
定
的
な
資
金
確
保
に
は
至
って
い
ま
せ
ん
し
、
介
護

人
材
確
保
の
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
経
営
改
善
の
前
進
と
地
域
か
ら
望
ま
れ

る
活
動
を
実
践
し
い
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 
 

い
く
つ
か
の
地
域
で
「介
護
予
防
・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
出
来
る
限
り
住
み
な
れ
た
地
域

で
在
宅
を
基
本
と
し
た
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
人
と
協
力
し
合

い
、
助
け
合
い
支
え
て
い
く
こ
と
、
そ
の
様
な
地
域
を
作
って
い
く
こ
と
は
賛
同
し
ま
す
。
し
か
し
、
要
支
援
の
人
を
介
護

保
険
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
必
要
だ
った
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
施
設
・在
宅
の
生
活
に
も
自
己
決
定
、
尊
厳
が
存
在

す
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
今
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か

も
う
一
度
考
え
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
、
私
達
は
二
四
時
間
、
三
六
五
日
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
二
四

時
間
訪
問
看
護
・介
護
を
始
め
ま
し
た
。
施
設
で
は
日
曜
日
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
年
末
年
始
一
人
で
過
す
人
が
い

る
大
晦
日
も
元
旦
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
当
の
二
四
時
間
、
三
六
五
日
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
、
足
立
区

の
千
住
地
域
で
行
って
い
る
生
き
生
き
サ
ロ
ン
に
通
わ
れ
る
人
の
う
ち
八
割
が
独
居
だ
と
話
を
聞
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
一

人
で
年
末
年
始
を
過
さ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
介
護
保
険
に
と
ら
わ
れ
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
法
人
と
し
て
今
年
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
全
国
の
人
々
の
反
対
の
声
を
ま
った
く
聞
い
て
く
れ
ず
強
行
採
決
さ
れ
た
戦
争
法
。
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
平
和
で
無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
引
き
続
き
戦
争
を
し
な
い
国
、
平
和
の
国
の
た
め
に

運
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。
法
人
、
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
新
し
い
年
が
幸
多
き
実
り
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

す
こ
や
か
福
祉
会 

理
事
長 

中
山 

美
千
代 
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新年あけましておめでとうございます。 

今回、法人合同の申請手続の主担当をさせていただきまし

た。2ヶ月半に渡る、膨大な書類に埋もれる日々。なんと

か新年を迎えることができて、今はほっとしています。 

2000 年 4月 1日の介護保険施行時に(株)ファミリーケ

アに入職したこともあり、今回の法人合同は、当時開設を

手がけた事業所を廃止しすこやか福祉会として新たに新規

申請するという、寂しさと今後の期待を兼ねる複雑な心境

のもとでの作業でした。また、ファミリーケアには 20代

での入職だったので、社会人としての基礎も教えて頂き、

たくさんの思い出もありました。 

 

 

地域専従事務局は、 

実務的な＜形ある業務＞ 

もたくさんありますが、 

担当する事業所に近い 

事務局として、事業所 

の円滑運営の 

為のフォローや、 

地域関連院所との調整等＜形のない業務＞もこなさなくて

はならずとても忙しい日々です。医療や介護の社会保障の

情勢は今後さらに厳しさが加速してまいります。介護の崩

壊は、地域の崩壊を招きます。私たちが介護事業を存続し

ていくことは大事な使命です。 

私の＜形のない業務＞の大きな柱は「介護スタッフにい

つも感謝」です。介護はマンパワーの仕事です。募集をし

ても応募が厳しい現実もあり、今いる介護スタッフがやり

がいを持って、1日でも長く働ける環境づくりを常に心が

けています。1年中、事業所のスタッフと苦楽を共感しな

がらみんなを励ましています。介護スタッフが元気になれ

ば「活力と躍動感」が事業所に生まれ、介護サービスの質

を高めていきます。この志を持ち続け、すこやか福祉会で

もがんばろうと思います。今年も 1年、ご利用者、支える

ご家族、介護スタッフの皆さまに素晴らしい 1年が訪れま

すように。 

「株式会社ファミリーケアありがとう。」 

25 

ファミリーケア大島の管理を任され満 5ヶ月。

新人所長の野澤です。 

「雨にも負けず風にも負けず」のフレーズで有

名な宮沢賢治の詩。小学三年生でしたが、幼いな

がらに「こんな者に私もなりたい」と、思いまし

た。アメリカの詩人サム・レヴェンソンの詩。

「人は自分にふたつの手があることに気づきま

す。ひとつは自分自身を助けるため、そして、も

うひとつは他者を助けるため。」一部抜粋の詩で

すが、中学生の時、この詩に心強く動かされ、困

っている人には手を差し伸べたいと思いました。 

自分が動けるうちは、何か人のお役に立ちたい

なと思っていたので、今、介護の仕事を介して、

介助を必要としている方々に手を差し伸べてあげ

る事ができている事に感謝。一人でも多くの方

が、一時でもいいから心地よく過ごせてもらえた

らいいなと思っています。 

スタッフをはじめ、御利用者やその御家族、地

域の方々等、沢山の人との触れ合いが多い分、沢

山気付かされる事があり、沢山学ばせてもらって

いる現状が好きです。触れ合いが多いと、思想が

異なる場面にも出会います。他者の思いを知り、

自分自身に新たな発想が植え付けられ、自分磨き

に繋がっている事に有難みを感じます。所長にな

って改めて皆々様に支えられて今がある事を強く

感じます。 

働きやすい環境作り、個性を尊重しながらも良

質のケアができるよう、これからも支え支えあっ

て努めていきたいと思います。 
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11 月 27 日に、近くにあるデイサービスセンターか

なまちに行きました。技見せにちょっとドキドキが高

まっている子ども達を、おじいちゃん達があたたかく

迎えて下さいました。 

披露するのは、けん玉・あやとり・コマ・一輪車・

歌の５つです。けん玉は「もしもし亀よ～♪」の歌に

合わせて玉を中皿と大皿に連続して交互に乗せる技

（通称もしかめ）を行いました。けん玉の早い動きと

あやとりの指さばきに「うまいね～」と言ってもらえ

て、ホッとしたようすの子ども達。コマでは、空中手

のせなどの技に「もう１回 

やってほしい」との声が上がり、 

もう一度披露しました。 

続く一輪車は、お気に入り 

のかわいい衣装を着て、トトロ 

の音楽に合わせて、手つなぎで 

回るなど大技を見せました。 

ここでも「上手だね～」と手拍子で応援してもらいと

ても嬉しそうな子ども達。 

最後は、にじの歌をみんな

で歌い、元気な歌声に、おじい

ちゃんおばあちゃんも体を揺ら

しながら、聞いてくださり、お

みやげに折り紙の手裏剣もたく

さん頂きました。喜んでもらえ

て大満足の子ども達。 

楽しい交流の時間が持てました。「デイサービスの前

を通るとおじいちゃん、おばあちゃんを思い出すんだ

よ」「また、出し物を見せに行きたいなぁ」と口々に言

っている子どもたち。これからもどうぞ宜しくお願い

致します。 

金町学童保育クラブ 施設長 近藤 永都子 

金町学童保育クラブ 

 

 昨年もすこやか福祉会を支援する会主催の「すこ

やか作品展」が開催されました。一昨年までは「すこ

やか文化祭」という名称で行っていましたが、昨年は

「すこやか作品展」と名称を変え、１１月３日～５日

まで葛飾やすらぎの郷にて作品を展示しました。 

今回の作品の応募総数は、２８作品とすこやか福

祉会の各事業所、利用者さん、ボランティアさんと

様々な方に応募いただきました。３日間で１５１人

の投票があり、その投票により最優秀賞、優秀賞が

決定しました。     
最優秀賞はデイサービセンターなごみ 

「獅子舞」 
 

優秀賞は葛飾やすらぎの郷、新宿在宅サービス

センターの「戦争体験を語り、記録する」と葛飾

やすらぎの郷野島光三郎さんの「105 歳の色紙」

でした。 
今回はやすらぎの郷の近隣の事業所の皆さんが

毎日のようにいらっしゃったのでとてもにぎやか

な作品展となりました。利用者さんの外出行事に

もなり、有意義な日々になったのではないでしょ

うか。一昨年と比べ、作品のクオリティーも高

く、実際に作品を見た皆さんは驚いていました。 
今回応募していただいた皆さんありがとうござい

ました。今年の作品展にもたくさんのご応募お待

ちしております。 
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すこやか福祉会を利用されている 

100 歳以上の利用者様 7名を 

ご紹介させていただきます。 

※年齢は２０１６年１月１日現在です 

① 栃木県 佐野市 
② 洋裁の仕事を頑張ったこと 

（セーラー服を縫った） 
仕事中心の人生で我慢強く 
生きてきたそうです。 

③ ・箱折（チラシで紙のゴミ箱

を作っています。）量が多

く、毎日事業所で活用させ

ていただいています。 
・詩吟。昔からの趣味で習っ

ていた。今でも本を持参し

ていて、ご利用者の誕生日

等では素敵な詩吟を披露し

てくれます。 
④ うーん…生まれながら丈夫で

心臓が強いこと。だそうで

す。娘さんにはとても感謝し

ているそうです。 

① 今の錦糸町（昔、柳原） 
② ９歳で関東大震災。その後、

戦争中に疎開したときは、子

どもたち５人に食事の苦労は

させなかったからよかったと

のこと。戦後は指輪など目立

たないものから物を売って暮

らしをたてたそうです。 
③ ・７０歳くらいから日記をつ

けている。 
・パッチワークなど手を動か

すことが好き。 
④ １００歳になって歩けるのは

８０歳から散歩をはじめたか

らとのこと。１日２時間、日

野原先生の本を読んでお手本

にしている。食事に好き嫌い

がないことだそうです。 
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今年の干支は申ですが、

申年のサルに掛けて「病や

厄が去る(さる)」とも云わ

れとても縁起のよいものと

されています。 

そんな申年ですが、とある色の肌着を身に着けると

幸運が訪れるとされ、2004 年の申年には大変流行し

ました。さて、申年に身に着けると縁起が良いとされ

る、肌着の色とは何色でしょう？ 

 

①紫色   ②赤色   ③金色 

【クイズ応募のきまり】 

◆ ハガキまたは FAX で 

 ≪氏名・住所・広報誌の感想を明記≫ 

◆ 商品：抽選でクオ・カードを贈呈 

◆ 締切：2016 年 2月 28 日（必着） 

◆ 答え・当選者発表：次号紙面にて 

本部事務局 〒120-0023 東京都足立区千住曙町 4－16 
TEL 03-5813-9251  FAX 03-5813-9252 

〒120-0023 東京都足立区千住曙町 4-16 

「すこやか福祉会 事務局 クイズ係り」 

FAX 03-5813-9252 

①  北海道士幌・・と云えば 十勝の国、士幌  
②・③ 昭和 18 年にご主人と東京に上京。ご主人

は大島で専売会社を設立し、一流技士とし

ても勤めあげ、みちゑさんも手伝いながら

共に楽あれば苦ありの日々を送られたそう

です。 
でも、歌が好きで、忙しい合間をみては

演歌歌手のコンサート、歌舞伎と趣味に対

しても活動的だったそうです。 
６０歳を迎えた頃はお孫さんを生きがい

に面倒も進んでみられ、お孫さんを連れ旅

行にも良く行かれたそうです。 
（娘さんからの一言）一番の自慢はいつ

も笑いが絶えなかったこと。お母さんは太

陽みたいにいつも明るく笑っていてくれて

いました。苦労を苦労と思わないところが

素晴らしいです。 
④ ＜良く食べ・寝る＞だそうです。 

今は２日寝て２日起きる。起きている時は

なんと・・お赤飯をペロっと１膳は食べるそ

うです。大好きな食べ物は「お・す・し」です！ 
 

募集資格 ＞ 無資格・未経験者ＯＫ・有資格者歓迎 

勤務時間 ＞ ご相談ください。 

【給 与】 無資格者 980 円 

有資格者 1,060 円 ～ 

【応募先】 電話：03-5813-9251 採用担当 

まずは、お電話ください！ご質問も承ります。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

皆さんとても 100 歳とは思えない元気なお姿で

すね。いつまでもお元気でお過ごし下さい！ 


